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未来をつくる子ども・ 若者応援事業について

愛知県では、全ての子ども・ 若者が健やかに成長し、自立・
活躍できる社会を実現するため、「 子ども・ 若者育成支援推進
法」 に基づく 「 都道府県子ども・ 若者計画」 として、2018年８
月に「 あいち子ども・ 若者育成計画2022」 を策定し、本計画に
基づき各種施策を推進しています。
本計画では、「 未来をつくる子ども・ 若者の活躍促進」 を施
策目標の一つとして掲げ、愛知の子ども・ 若者が未来に向かっ
て夢や希望を持って前進できるよう、活躍を後押しすることと
しています。
その取組の一環として、社会全体
で対応を問われる諸問題に対し、当
事者である子ども・ 若者が、社会参
画に繋がる機会をつくることを目的
として、「 未来をつくる子ども・ 若
者応援事業」 を計画しました。
本事業にて開催した、子ども・ 若
者が意見を交わし合い、課題解決に
向けた提言を発表する「 未来をつく
るユース会議」 と、世界で活躍する
方からいただいた、子ども・ 若者に
向けたメッセージを一冊の報告書に
まとめました。



目次

未来をつくるユース会議
１ 開催概要 ･･････････････････････････････････2
２ ファシリテーター ･･････････････････････････2
３ 会議内容 ･･････････････････････････････････3
４ 高校生の提言（ 尾張会場） ･･･････････････････4
５ 参加者の声（ 尾張会場） ････････････････････11
６ 高校生の提言（ 三河会場） ･･････････････････12
７ 参加者の声（ 三河会場） ････････････････････17

グローバルに活躍する方から
子ども・ 若者へのメッセージ集
プロバレーボール選手
石川祐希さん ･･････････････････････････････19

国際連合地域開発センター（ UNCRD） 所長
遠藤和重さん ･･････････････････････････････20

(公財)愛知県国際交流協会
愛知県青年国際交流機構（ I YEO愛知）
近藤花映さん ･･････････････････････････････21

名古屋国際工科専門職大学教授
佐藤久美さん ･･････････････････････････････22

1



● ● ● 「 未来をつくるユース会議」 ● ● ●

１ 開催概要

会場 日時 場所 参加人数

尾張会場
2020年12月19日（ 土）

14： 00～16： 30

名城大学附属高等学校

1号館 8階 大会議室

（名古屋市中村区新富町1-3-16）

43名
名城大学附属高等学校
41名
愛知高等学校2名

三河会場
2021年3月15日（ 月）

10： 55～12： 45

岡崎城西高等学校

中央棟 3階第1学習センター

（ 岡崎市中園町川成98）

36名
岡崎城西高等学校36名

テーマ「 グローバル社会で活躍するために」

近年、様々 な場面で国境を越えて連携する機会が増える中で、ＳＤＧｓ （ 持続可能な開発目

標） の達成に向けて、若者にはグローバルな視点での取組が求められています。「 グローバル

人材になるためにはどうしたらいいか。」 「 グローバルな課題解決のために私たちができるこ

とは何だろう。」 など、皆さんで一緒に考えてみませんか。

２ ファシリテーター

名古屋国際工科専門職大学工科学部

教授 佐藤久美氏

南山大学卒業、名古屋大学大学院博士課程修了

博士（ 学術）

名古屋を発信地とする英文情報誌「 Avenues」 （ 1985年

創刊） において、外国人に日本の文化・ 伝統・ 生活など

を紹介。専門は国際情報学、地域研究。

2



主な活動内容

導 入

世界や日本の人口推移について共通の認識を持ち、グローバルに活

躍するとはどういうことなのかの認識を深めるとともに、ＳＤＧｓ

（ 持続可能な開発目標） の達成に向けた取組の必要性について紹介。

グループワーク

「 グローバルな視点を持って、あなたのグループでは世界の課題解

決のために何をしますか」 をテーマに、各グループごとにＳＤＧｓ

のアジェンダのうち１つを選び、なぜその活動が必要とされている

のか、活動内容とその活動によって得られる効果についてグループ

ワークを実施。

発 表
各グループごとに、模造紙、画用紙、パワーポイント等を使用して
提言発表。
発表後は他のグループからの質問や意見を受け付けた。

３ 会議内容

SDGs（ 持続可能な開発目標） とは，2001年に策定されたミレニアム開発目
標（ MDGs） の後継として，2015年9月の国連サミットで採択された「 持続可能
な開発のための2030アジェンダ」 にて記載された2030年までに持続可能でよ
りよい世界を目指す国際目標です。17のゴール・ 169のターゲットから構成さ
れ，地球上の「 誰一人取り残さない（ l eave no one behi nd） 」 ことを誓って
います。 SDGsは発展途上国のみならず，先進国自身が取り組むユニバーサル
（ 普遍的） なものであり，日本としても積極的に取り組んでいます。
（ 外務省ホームページより）
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４ 高校生の提言（ 尾張会場）

グループ アジェンダ 提言内容

A 「 table for two」 という仕組みを利用し、双方の課題
を解決する

B 土地に木を植えたい人（ 企業・ 高齢者） ×働きたい
人（ 若者） をマッチングするアプリの開発

C 発展途上国の子どもにZoomを活用した教育

D 日本に住む外国人児童・ 生徒の宿題支援を行う

E 学校からジェンダー不平等をなく していく

F 海の生態系を守る！漁業従事者の雇用を守る！
観光資源としての海の価値を高める！

G 生徒同士が授業をするしくみをつく る

H 企業と学生をつなぐ（ ＳＮＳで学生の優秀なアイデ
アを採用し、企業が実行する）

I フェアトレード（ 公平・ 公正な貿易） ついて、教育
現場において知る機会をつくる
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佐藤先生のコメント
豊かな恵みをもたらす海は、私たちの出すプラスチックゴミによって汚染
が進んでいます。「 海のプラスチックの量は、2050年までには魚の量を上回
る」 などという予想もされています。しかし、プラスチックを紙に置き換え
さえすえれば良いわけではない、という重要なところに気がついてくれまし
たね。紙の原料となる木を計画的に収穫し、苗木を植えて育てることで、健
康的な山里を維持するという視点で森林保護を考えたいですね。
便利さを追求して使い捨ての製品をどんどん使うようになった文化そのも
のを変えていく必要もあると思います。

他のグループからの意見・ 感想

プラスチックの代替として

紙を使うのがトレンドになっ

ているけど森林伐採が心配！

土地に木を植えたい人（ 企業・

高齢者） と働きたい若者をマッチ

ングするアプリを開発する。若者

の雇用確保や高齢者の孤立化対策

にも有効！

高齢者でも使いこなせ

るアプリを開発しないと

いけないね。

一つの問題を解決する

と、さまざまな問題解決

に繋がっていくんだ。

グループB

尾張会場
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自分の身近にあるもの、

考えが固定概念で作られて

しまっているものが多いと

気づかされた。

佐藤先生のコメント
ご自身の身近なところから、ジェンダー平等について考えてくれました。
女子はスカート、男子はスラックスという固定概念が確かに制服にはありま
すよね。 全生徒が多様な組み合わせができるような仕組みになると良いです
ね。近年、 LGBTQの社会的課題の認知が進んできたこともあって、トランス
ジェンダーの生徒が自身の制服を選びやすいようにする高校も出てきました
。引き続き、ジェンダー平等とは何かを考えて、そして行動に移してくださ
い！

他のグループからの意見・ 感想

制服１つとってもジェン

ダーに関する固定概念って根

強く残っているよね。

私たちが身近にできる活動として、

生徒会活動や署名活動で制服等の指定

をなくすことが、ジェンダーの不平等

をなくす第一歩になるのでは。

自分たちにとって身近

な問題から解決していか

ないといけないことに気

づかされた！

グループE

尾張会場
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良いアイデアがあったとし

ても若い人がそれを実現する

事って難しいよね。

ツイッター等のＳＮＳを活用して、学生の優秀なアイデアを

企業採用し実現させれば、企業は多くのアイデアを得ることが

でき、学生は就職等で将来の選択の幅が広がる。

ＳＮＳに投稿すること

で、その後の人生が変わ

るかと思うと面白いな。

17は具体的にどのよう

な取組をすればいいか分

からなかったけど、ＳＮ

Ｓを使うことなら自分に

もできるな。

グループH

尾張会場

佐藤先生のコメント
SNSを使いこなしている高校生らしい素晴らしいアイデアですね。少子高
齢化社会を迎えた日本では、社会の課題を解決していく 、若い人たちならで
はの斬新なアイデアを求めています。そして、そのアイデアを形にして新し
い産業として育てていきたいと考えています。それが、世界の課題解決にも
つながっていけば、国際貢献になり、まさに、｢誰一人として取り残さない」
とするSDGsの理念と一致しますね。

他のグループからの意見・ 感想
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日本に住む外国人児童の宿題

支援（ グループD)

生徒自身が授業を行う。

自分で授業を組み立てることで、興

味・ やりたいことを見つめ直し、自分

の可能性を広げていく 。 （ グループG）

発展途上国におけるZoomを

活用した教育（ グループC)

尾張会場

外国人児童の宿題支援を行うこと

により、勉強の楽しさ等を知ること

ができ、結果的に自分自身のために

もなる（ グループD)
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「 tabl e for two」 の仕組みを利用、

発展途上国・ 先進国双方の課題を解

決する。（ グループA）

尾張会場

発展途上国では飢餓問題、先進国

では肥満が問題となっている。

豊かなサンゴ礁を守るため、海と共に暮らす人々 の生活を守

るために、電気はこまめに消したり、プラスチックの使用を減

らすなど、身近なところから始めてみる。（ グループF）

なぜ海の豊かさを守る必要があるの？

・ 海の生態系を守るため

・ 漁業従事者の雇用を守るため

・ 海が観光資源になり得るから
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フェアトレード（ 公平・ 公正な貿易） につい

て、教育現場において知る機会をつく る。また、

フェアトレード商品に触れる機会を提供する。

（ グループI ）

尾張会場

改善・ 自立を貿易を通して目指す活動をい
います。

ファストファッションなど、安く商品が

手に入るのはうれしいけど、生産者に正当

な対価が支払われなかったり、劣悪な労働

環境で働かされているのであれば問題だ。

10



５ 参加者の声

SDGsの目標を達成するために私たち高校生ができること
を改めて考えることができ、英語を道具として外国人とコ
ミュニケーションをとっていかなければならないということ
に気づく ことができた。

自分とはまた違った意見が出てきたり、同じSDGsのアジ
ェンダについて話していても、全く別の視点から学ぶことが
できた。

自分たちで意見を出すことは、難しいよりもわくわくする
ことを身にしみて感じた。

短時間なのにプレゼンテーションのクオリティがみんなす
ごく高くて、自分に足りない能力がわかった。

普段考えないようなテーマについてみんなで考え、話し
合い、意見をまとめるのがとても楽しかった。自分にはな
いアイデアや知識がたく さんあって刺激になったし、自分
でも、今までだったら考えつかなかったようなアイデアを
出すことができた。

尾張会場

知ることだけじゃなく 、自分で考えることで多くの気づき
を得られた。
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６ 高校生の提言（ 三河会場）

グループ アジェンダ 提言内容

A ベーシックインカムの導入

B 質の高い授業のオンライン化

C 先進国の支援で発展途上国の森林を守る

D 過去と現在の価値観のギャップを若者が埋める取組

E 海洋汚染を防ぐために、小さな事でも自分たちがで
きることをやり続ける

F ジェンダー、宗教、障がいの有無などの差別
→互いに理解し、尊重することでなく していける

G LGBTの人達がもっと声を上げられる社会を目指す
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グループA

三河会場

佐藤先生のコメント

ベーシックインカムは生活に最低限必要な所得が、すべての人に対して社会的
に保障される仕組みのことです。この新型コロナウィルス禍で収入が減った人も
多いので、注目されています。

人々 は生活の不安から解放され、ブラック企業も存続しなくなるというメリッ
トもありますね。一方で、莫大な財源が必要になると言うデメリットもあり、現
実に導入している国はほとんどありませんが、ドイツで実験が始まっているよう
ですので、注目していきたいですね。

他のグループからの意見・ 感想

ベーシックインカムを導入し

て、低～中所得者の経済状況に

余裕ができれば、国全体の経済

の底上げもできるのでは

発展途上国では導入が難しいから

先進国の協力が不可欠だね

人々 の生活が安定する

ことはすごくいいことだ

と思った。

財源をどうするかとか、

課題も多いと思った。

自分が働いて稼いだお

金が、税金としてたく さ

ん取られるなら・ ・ ・
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海洋汚染を防ぐために、小

さな事でも自分たちができる

ことをやり続ける事が大事！

海の豊かさを守るた

めの具体的な例が多く 、

わかりやすく感じた。

日常的にできること

はたく さんある！

私達一人一人が考える

のも大事だけど、企業な

どの排水はどういう風に

解決するのか。小規模だ

けでなく大規模の所も考

えないと解決しない。

佐藤先生のコメント

海洋汚染の主な原因は年々 増え続けている海洋ゴミによるものです。船舶
の事故による油の流出、工業排水や生活排水なども汚染の要因となっていま
す。ペットボトルやビニール袋などプラスチックを主としたごみを減らすこ
とは大切なことです。

毎日の何気ない習慣や行動が、私たちに多くの恵みと気候の安定をもたら
してくれている海とつながっていることを意識しながら生活したいですね。

世界中の工場などで排水基準をしっかり守ってもらえるような仕組みも必
要です。大量生産、大量消費、大量廃棄のサイクルを変えていかなく てはい
けませんね。

他のグループからの意見・ 感想

洗剤の節約

ゴミを捨てない

マイバッグの持参

水筒の持参

水を使い過ぎない
調味料を使いすぎない

ゴミを拾う

グループE

三河会場
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現状を知る、世界を知る

ことが大切だと思った。

知らないと不平等にも気

づかない。

佐藤先生のコメント
性別や年齢、障がい、人種、民族、宗教などが理由となる不平等について考

えてくれましたね。世界の子どもの10人に１人が教育を受ける権利を奪われ、
危険で有害な労働をさせられています。その大きな原因は貧困です。
フェアトレードの商品を選んで購入することも私たちにできる第一歩です。

生産者と消費者の間で適正な価格で取引が行われるようになれば、開発途上国
の人々 も労働に見合った収入を得て、子どもに教育を受けさせることができ、
構造を変えることにつながります。

SDGsは「 地球上の誰一人として取り残さない（ leave no one behind） こと」
を誓い、発展途上国のみならず先進国自身が取り組む普遍的なものとなってい
ます。

他のグループからの意見・ 感想

ジェンダー、宗教、

障がいの有無の差別

互いに理解し、

尊重する

宗教をお互いに理解す

るために、義務教育で宗

教について知る授業を増

やすといいと思った。

貧困や経済格差

寄付や募金に協力

不要な日用品を届ける

グループF

三河会場
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ボランティアや募金など先進国の私たち

一人一人ができる支援を（ グループC)

質の高い授業を集め、オンライン

で誰でも平等に視聴できるようにす

る。 （ グループB）

三河会場

過去と現在の価値観のギャップを

若者が埋めていく （ グループD）

LGBTの人達の声をもっと聞きたい！

それができる社会を目指す（ グループG）
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７ 参加者の声

７つの班がテーマを決めて発表することで、それぞれの人
の意見を聞く ことができてよかった。SDGsという言葉はよ
く聞くけど、内容は詳しく知らなかったので、今回詳しく知
ることができ、よかった。

今まである程度SDGsを学んできた中で、いろいろな人の
意見が聞けて、面白いと思った。一方で、予備知識のない人
が多い中で発表をしても、学びが浅くなってしまうのではな
いかと感じた。

普段自分が当たり前にやっていることについて、深く考え
ることができたので、今回はとてもためになる機会だと思い
ました。今はあまり意味ないと思って勉強していることも、
将来自分の武器になると思って勉強していきたい。

今、世界がいろいろな問題で悩まされているのは知ってい
たが、こんなにも身近で、もう他人事ではないと思えたので
良かったです。これからいろいろなことに興味や関心を持っ
ていきたい。

自分と同じ意見や異なる意見を持つ人達とのディスカッ
ションで、新しい事を知ることができ、理解を深めることが
できた。

ディスカッションのテーマとしてSDGsというものが範囲
が広すぎて、もっと一つ一つについて深く考えていかないと
いけないのではと思ってしまった。このことについてさらに
皆で話し合ってみたい。

三河会場
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グローバルに活躍する方からの
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国際連合地域開発センター（ UNCRD） 所長
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愛知県青年国際交流機構（ i yeo愛知）
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佐藤久美さん ････････････････････22
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僕がプレーする「 セリエA」 は、世界最高峰のプロリーグと呼ばれ、イタリア

人だけでなく世界中のトップ選手がプレーしているのが特徴です。チームメイト

には、イタリアの他にフランス、スロベニア、ブラジル、カナダ、そして日本と、

様々 な文化背景をもった選手が所属しています。皆男性ですが、年齢は17歳から

監督を含めると53歳まで。共通語はイタリア語です。つまり僕は、イタリアとい

う国で生活しながらも、多様な文化が共存する組織に属し、「 勝利」 というチー

ムのゴールに向かって、仲間と共に活動をしています。

その中で、僕が一番大切にしていることは、「 自分を表現すること」 です。日

本だったら、お互いに「 わかってくれる」 という前提に立ち、相手の表情やその

場の空気から、わざわざ言葉にしなくても物事が前に進む。一方イタリアは、自

分の感情や意見を、言葉にして伝え合う文化を持っています。それはコートの上

でも同じです。勝つために自分はどういうプレーがしたくて、仲間にどう動いて

欲しいのかを言葉にして伝えることは、目標を達成するために必要なことです。

どんなにプレーの上手い選手でも、Si・ Noをはっきり言えずに優柔不断な態度

では仲間からの信頼を得ることはできませんし、何も言わずにコートに立ってい

るだけではボールは回って来ません。

そして「 自分を表現する」 というのは、自分とは異なる意見や考えを否定せず、

一度受け入れようとすることを含みます。お互いが自分を表現し合うことで素晴

らしいプレーが生まれ、仲間との絆が深まり、チームは強くなることを、僕はイ

タリアで学んでいます。そして、きっとそれはバレーボールだけでなく 、すべて

の国際社会において共通することだと信じています。

プロバレーボール選手

石川祐希さん
氏名： 石川祐希（ いしかわゆうき）

☆ 主な経歴等
イタリア・ セリエＡ「 パワーバレー・ ミラノ」
所属。日本代表選手。
小学４年生からバレーボールを始める。星城高
校在学中、史上初の２年連続３冠（ インターハイ
、国体、春高バレー） を達成。
2014年、大学１年生時、当時史上最年少で日本
代表に選出される。同年、イタリア・ セリエＡの
強豪クラブ「 モデナ・ バレー」 と契約。大学在籍
中にイタリアで３シーズンをプレーし、卒業後も
日本企業には所属せず、単身イタリアへ渡りプロ
選手としてキャリアを積む。
６シーズン目となった今季は、日本人初の通算
出場試合150試合、通算得点1, 400点を達成。リー
グ唯一のアジア人として活躍。

©GOOD ON YOU LTD.
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先進国から途上国まで、すべての国が普遍的に取り組むSDGsは、いわば

世界共通のものさしであり、世界の共通言語です。貧困、格差、紛争、環境

保全など、世界が直面しているさまざまな課題を解決し、良い方向に導ける

かどうかは私たちにかかっています。新型コロナウイルス感染症に伴い引き

起こされた世界的な危機は、健康、社会、経済へ悪影響をもたらし、貧困撲

滅への取り組みを３年遅らせる可能性があると言われます。このような困難

な課題に対しても、Build Back Better「 より良い復興」 をするには、

SDGsの実践が早道です。

SDGsの実践においては、すぐれた知見やノウハウを持つ日本が、世界で

強いリーダーシップを発揮する好機であると思います。次世代の子供・ 若

者・ 女性がSDGsの担い手として育ち、SDGsの目標年に向けて、愛知がけ

ん引役になって、皆さんが、誰一人取り残さないための行動を世界へつない

でいく ことを期待しています。

世界が取り組むSDGsという目標を達成するためには、グローバルで幅広

い視野を持ちつつも、ローカルな視点で、一人一人がSDGsを自分ごととし

てとらえることが大事です。これからの皆さんの活躍を楽しみにしています。

国際連合地域開発センター（UNCRD）

所長

遠藤和重さん
氏名： 遠藤和重（ えんどう かずしげ）

☆ 主な経歴等
1990年に国土交通省に採用され、道路
交通をはじめとする社会インフラ分野に
おいて国内および海外のプロジェクトを
経験し、UNCRD着任前は、復興庁岩手復
興局次長として東日本大震災からの復興
創生に取り組む。
これまで、国土交通省での仕事のほか
、世界銀行や国際協力機構（ JI CA） へも
出向。
京都大学大学院修了（ 工学） 、米国ネ
ブラスカ州立大学（ 地域計画学修士） 。
技術士（ 建設部門） 、APECエンジニア。
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最初に留学したとき、常識が通用しないことや文化の違いに打ちのめされまし

○ ○た。「 日本だったら なのに」 と、もやもやした気持ちがずっと残っていまし

た。職種柄、このわだかまりを抱えたまま働いていけないと思い立ち、内閣府主

催の「 世界青年の船」 に参加してきました！船という逃げられない空間に身を置

く ことで、嫌でも様々 な異文化・ 意見に晒され、「 目を逸らしてはいけない」 と

いう思いだけで乗り越えてきました。一番学んだことは、固定観念を持たないこ

と。信じられないようなことにも、否定や拒否ではねのけてしまわず、それはそ

れと受け入れることです。

国外に出てみると、自分の価値観や常識が全てではないと気づかされて、視野

が広がります。今後日本は外国の方々 がもっと増えるでしょうし、海外に出てい

かずとも触れ合う機会がたく さんあるかと思います。そういったとき、色眼鏡で

見ず、良いところは取り入れる、受け入れがたいことがあっても否定しない、と

いった心持ちで、接して欲しいなと思います。

また、人生一度きり。色んなことを、もやもやしたまま流して欲しくないです。

もやもやがあったら立ち止まって、もう一度やってみる、考え直して行動してみ

るのも大切だと思います。私は行動してみて良かったと本当に思います。今はコ

ロナ禍で安易に飛び出していく ことはかないませんが、自分と向き合うよい機会

ではないでしょうか。

(公財)愛知県国際交流協会
愛知県青年国際交流機構（iyeo愛知）

近藤花映さん
氏名： 近藤花映（ こんどう はなえ）

☆ 主な経歴等
大学生4年時にフランスに留学。法律
を専攻し、同時に英語・ フランス語を
学ぶ。
一般企業を経て2016年から愛知県国
際交流協会に勤務。2019年に1ヵ月の休
みを取得し内閣府主催の「 世界青年の
船」 に参加。
帰国後は愛知県青年国際交流機構（
i yeo愛知） の活動にも従事している。
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Broaden Your Horizons!

皆さん、「 グローバル」 という言葉をよく聞いたり、使ったりしていますよね。

英語ではglobalとなりますが、元々 はglobeという単語から来ています。 the 

globeは、地球、地球儀などという意味です。そう、グローバルに活躍する、と

いうことは、地球を俯瞰して自分の活躍できる場所を見つけていく 、ということ

になりますね。地球儀を持っていますか？時々 、クルッと回してみませんか？さ

て、10年後のあなたはどこにいるでしょうか？

世界中のニュースが毎日飛び込んできます。その中にはこれからの将来を不安

にさせるようなニュースもあります。世界の人々 が団結して取り組まなく てはい

けない地球規模の課題も見えてきました。持続可能な開発のための17の国際目標

（ SDGs） は、貧困に終止符を打ち、地球を保護し、すべての人が平和と豊かさ

を享受できるようにすることを目指して国連が定めるものです。若い皆さんの新

しい発想や活躍が期待されています。

あなたは世界の人々 と出会ったときに、何を伝えたいですか？何を話したいで

すか？まずは、自分自身について、そして、自分の夢について語ってみません

か？コミュニケーションはそこから始まり、国境や言語を超えた連帯と活動へと

つながっていくのです。どうぞ、自分を信じて、笑顔で未来を切り拓いてくださ

い！私たちが応援しています。

Broaden your horizons and good luck for your bright future!!

名古屋国際工科専門職大学

教授

佐藤久美さん
氏名： 佐藤久美（ さとう くみ）

☆ 主な経歴等
名古屋国際工科専門職大学工科学部
教授。博士（ 学術） 。
英文雑誌「 アベニューズ」 編集長・
発行人、「 愛知万博フレンドシップ・
フィルム・ フェスティバル」 （ 21か国
の映画監督を招聘した映画製作事業）
プロデューサー、金城学院大学国際情
報学部教授などを歴任。
現在、「 あいち国際女性映画祭」 イ
ベント・ ディレクター、NPO法人「 愛知
善意ガイドネットワーク」 理事長など
を務める。
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